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設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

(A1:1/300,A3:1/600)

令和 5年 11月15日

E-04

案内図 S=1/3,000 … 工事場所

発電機3φ200KVA

ｵｲﾙﾀﾝｸ950ℓ

既設H.H

E-05参照

(ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装部 土工事)

S S

S

H.H900×900×900重耐蓋付

ED

EM-FPC200□-3c FEP(100)×2 (3φ200V発電機電源)

EM-FPC5.5□-2c×2 FEP(65) (1φ200Vﾋｰﾀｰ、補機電源)

EM-CEES2□-2c×5 FEP(65) (停電信号、負荷切替×2 、発電表示、故障一括)

Ｎ

Ｎ

山砂敷均し

埋設シート

6
0
0

良質残土埋戻し

アスファルト舗装

土工事ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装部参考図

d

400+d

▽GL.

3
0
0

8
0
0

砕石

1
5
0

5
0

5
0

5
0

d

案内図・配置図

ﾌｪﾝｽ

既設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ｶｯﾀｰ入れ 撤去新設

P.BOX 500×700×500 SUS WP

※駐車場の土工事に伴うアスファルト復旧及び駐車区画線の復旧を本工事に含む。

※本庁舎外壁に設置するﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ支持用ﾎﾞﾙﾄは躯体支持(長さ100mm以上)とすること。

※本工事は原則土・日・祝日に実施し、市役所運営に支障のないように配慮すること。



ボンベ庫

倉 庫

集 塵 庫

Ａ Ｄ

ＤＮ

床穴開補修（防火区画貫通処理）

EM-FPC200□-3c G(92)×2

EM-FPC200□-3c G(92)×2

以降配置図参照

設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

B1階電気設備図 (A1:1/100,A3:1/200)

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

発電機重故障→発電機異常

発電機軽故障→無し

既設警報盤 既設ﾌﾟﾚｰﾄ名を下記に変更

(100)×2,(63)×1,(75)×1

壁穴開補修(防火区画貫通処理)

(100)×2,(63)×1,(75)×1

P.BOX 500×700×500×2(壁面・床面)

EM-FPC5.5□-2c×2 E(51)

EM-FPC5.5□-2c×2 G(54)

EM-CEES2□-2c×5 G(70)

EM-CEES2□-2c×5 E(63)

P.BOX 500×700×500 SUS WP

P.BOX 500×700×500 SUS WP

令和 5年 11月15日

E-05

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ穴開補修(100)×2,(63)×1,(75)×1

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ穴開補修(100)×2,(63)×1,(75)×1

塗装



Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

低圧電算機盤(100V)

低圧電算機盤(200V)

No2.低圧電灯盤

No1.低圧電灯盤

保安電灯盤

AC/AG切替盤

保安動力盤

No2.低圧動力盤

No1.低圧動力盤

直流電源盤

設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

(A1:1/100,A3:1/200)B2階電気設備図

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

発電機重故障→発電機異常

既設消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ盤改修

消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ3φ200V22kW直入始動回路に遅延ﾘﾚｰ組込

既設発電機監視盤 既設ﾌﾟﾚｰﾄ名を下記に変更

EM-CEES2□-2c×2 既設床ﾋﾟｯﾄ

発電機軽故障→無し

既設火災報知監視盤

EM-HP1.2-2c 既設床ﾋﾟｯﾄ

発電機状態表示(発電表示、故障一括) EM-CEES2□-2c×2 既設床ﾋﾟｯﾄ

発電機状態表示 EM-CEES2□-2c×2

火報信号 EM-HP1.2-2c
E(39)

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ

Z
3
5

3
0
0
A

床はつり補修

ｽｺｯﾄﾄﾗﾝｽ盤より3φEM-FPC200□-3c

ﾋｰﾀｰ用補機用 EM-FPC5.5□-2c×2

火報信号 EM-HP1.2-2c

信号線 EM-CEES2□-2c×3

既設床ﾋﾟｯﾄ
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ防火区画貫通処理(300W)

令和 5年11月15日

E-06

火報信号 EM-HP1.2-2c 既設床ﾋﾟｯﾄ

※新設機器搬入及び既設機器搬出時にはエレベーター室内及び

廊下等に養生シートを敷設すること。

発電機より EM-FPC200□-3c×2

ﾋｰﾀｰ用補機用 EM-FPC5.5□-2c×2

警報信号線 EM-CEES2□-2c×5

ｽｺｯﾄﾄﾗﾝｽ盤ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ Z35 300A

AC・GC切替盤へ 3φ EM-FPC200□-3c G(92)×1

AC・GC切替盤へ 1φ EM-FPC100□-3c E(75)×2

発電機より EM-FPC200□-3c G(92)×2

EM-CEES2□-2c×5 E(63)

EM-FPC200□-3c G(92)×2

EM-FPC5.5□-2c×2 E(51)

ｽｺｯﾄﾄﾗﾝｽ盤より1φEM-FPC100□-3c×2

ｽｺｯﾄﾄﾗﾝｽ盤より3φEM-FPC200□-3c

ﾋｰﾀｰ用補機用 EM-FPC5.5□-2c×2

信号線 EM-CEES2□-2c×3

ｽｺｯﾄﾄﾗﾝｽ盤より1φEM-FPC100□-3c×2

既設P-A盤改修

・機械室送風機 作動ﾀｲﾑﾁｬｰﾄ105適合改修

・機械室排風機 作動ﾀｲﾑﾁｬｰﾄ105適合改修



設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

令和 5年11月15日

発
電

保
安
電

灯
Ⅱ

発
電

保
安
電

灯
Ⅰ

商
用

保
安
電

灯
Ⅱ

商
用

保
安
電

灯
Ⅰ

発
電

保
安
動

力

商
用

保
安
動

力

高圧監視盤

TB1 TB2

MDAMDA

250A 250A

AS1 AS2
CT×2
250/5A MDA2MDA1

CT×2
250/5A

EB EBED

26T

スコットＴＲ
T1（油入）
３φ ７５ｋＶＡ
２１０／２１０－１０５Ｖ×２

MCCB

3P400/250A
EB ED

EB ED

ETB

TB-G

ENGＶ

３φ２００Ｖ２００ＫＶＡ

Tr 1φ150kVA

6600/210-105V

7.2kV200A

DS×3

7.2kV200A

DS×3

3
2
0
0

電
灯
Ｃ

系

3
2
0

3
2
0
0

電
灯
Ｂ

系
5
F
.
6
F

3
2
2
5

電
灯
Ａ

系
1
F
.
2
F

3
2
2
5

電
算
機

Tr 1φ75kVA

6600/210-105V

電
灯
Ｂ

系
3

2
0
0

5
F
防
災

無
線

3
2
0
0

B
1
キ

ャ
ッ
シ

ュ
コ

ー
ナ
ー

郵
政

省
3

2
0
0

電
灯
Ａ

系
B
2
-
2
F

3
2
0
0

3
2
0
0

3
2
0
0

エ
レ
ベ

ー
タ

ー
3

2
0
0

表
示
器

電
源

3
2
0
0

電
灯
Ａ

系
3
F
-
6
F

B
1
キ

ャ
ッ
シ

ュ
コ

ー
ナ
ー

足
銀

．
Ｊ
Ａ

3
2
0

電
話

交
換
器

（
保

安
電
灯

盤
よ

り
）

3
2
0

2
0
0

3
電

灯
Ｂ

系
2
F

2
0
0

3
6
F
河
川

情
報

盤

2
0
0

3
電

灯
Ｂ

系
B
1
.
1
F

2
0
0

3
電

灯
Ｂ

系
3
F
.
4
F

2
0
0

3
電

灯
Ｃ

系
1
F
.
2
F

2
0
0

3
別
館

2
0
0

3
外

灯

電
灯
Ａ

系
3
F
.
4
F

3
2
2
5

電
灯
Ａ

系
5
F
.
6
F

3
2
2
5

予
備

3
2
2
5

電
灯
Ｃ

系
3
F

3
2
2
5

電
灯
Ａ

系
B
1
.
B
2

3
2
0
0

銀
行
主

幹
3

1
0
0

L
-
B
1
-
C

3
1
0
0

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

AS

50A

AS

20A

CT×2
250/5A

F×2 VS

AS 250A

CT×2
750/5A

F×2 300V

AS

CT×2
750/5A

F×2 VS 300V

AS 750A

CT×2
200/5A

F×2 VS 300V

AS 200A

CT×2
300/5A

F×2 VS 300V

AS 300A

CTT

Ａ Ａ

Ｉ＞ Ｉ＞

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

50/5A

CT×2

20/5A

Tr 1φ50kVA

6600/210-105V

Tr 3φ50kVA

6600/210V

PCS×3

7.2kV

15A

PCS×3

7.2kV

30A

PCS×3

7.2kV

30A

PCS×3

7.2kV

10A

PCS×3

7.2kV

10A

CT×2
250/5A

F×2 VS 300V

AS 250A

Ｖ

Ａ

7.2kV

VCB

600A

7.2kV

VCB

600A

Cu8φ×3

KIP38ﾟKIP38ﾟ

3
1
2
5

電
算
機

端
末

機
盤

電
算

機
N
o
2
・
出

納
室

3
1
0
0

Ｂ
１

Ｏ
Ａ

分
電

盤
3

2
2
5

３
Ｆ

Ｏ
Ａ

分
電

盤
3

2
2
5

別
館

２
Ｆ

Ｏ
Ａ

分
電

盤
3

6
0

2
F
電

算
室
分

電
盤

5
（

保
安

電
灯
盤

よ
り

）
H
2
3
.
6

改
修

ス
ペ
ー

ス

ス
ペ
ー

ス

2
0

3

中
央

監
視
盤

・
非

常
発
電

機
始

動
用
（

裏
面

）

3
1
0
0

7
5

Tr 1φ150kVA

6600/210-105V

ヨ
ビ

保安電灯Ⅰ 保安電灯Ⅱ

ヨ
ビ

750A

VS

CT×2

1
0
5

1
0
3

1
0
4

1
0
1

1
0
2

2
0
1

2
0
2

3
0
1

3
0
2

1
0
6

1
0
7

消
火

栓
（
商

用
）

消
火

栓
（
発

電
）

発
電

機
ヒ
ー

タ
ー

用
(
1
φ

2
W
)

発
電

機
補
機

用
(
1
φ

2
W
)

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

M
C
C
B

3
P

4
0
0
/
4
0
0
A

3
P

2
5
0
/
2
2
5
A

3
P

2
5
0
/
2
2
5
A

3
P

8
0
0
/
8
0
0
A

3
P

8
0
0
/
8
0
0
A

3
P

2
5
0
/
2
2
5
A

3
P

2
5
0
/
2
2
5
A

3
P

2
5
0
/
2
2
5
A

3
P

2
5
0
/
2
2
5
A

2
P

5
0
/
3
0
A

2
P

5
0
/
3
0
A

300V

電気操作装置付きＭＣＣＢ

VTT VS

CTT AS
100A

CT×2

100/5A

Tr 3φ200kVA

6600/210V

DS×3

7.2kV400A

7.2kV200A

DS×3

消
火
栓

3
2
0
0

エ
レ
ベ

ー
タ

ー
N
o
1

3
2
2
5

地
下
送

排
風

機
3

3
0
0

N
T
T
電
源

光
ケ
ー

ブ
ル

3
5
0

揚
水
ポ

ン
プ

3
2
0
0

浄
化
槽

3
2
0
0

エ
レ
ベ

ー
タ

ー
N
o
2

3
2
2
5

別
館

3
2
2
5

VT×2

6600/110V

F FVT×2

6600/110V

F F

Ａ

Ｖ

Ｗ

1200kW

COSφ

Ｕ＜

AS

30A

CT×2
750/5A

F×2 VS 300V

AS 750A

CTT

Ａ

Ｉ＞

Ｉ＞

Ｖ

Ａ

CT×2

30/5A

PCS×3

7.2kV

20A

Ｗｈ

7.2kV

VCB

7.2kV

VCB

600A

Cu8φ×3

KIP38ﾟ

非
常
電

源
装

置
3

2
2
5

市
長
室

冷
暖

房
機

3
2
2
5

揚
水

ポ
ン
プ

制
御

電
源
（

裏
面

）
2
0

2

ロック式

F・B

1
1
k
W

1
1
k
W

9000V

保安動力盤 AC/GC切替盤

商
用

動
力
（

Ａ
）

接地端子板

開
閉
器

容
量

P
A
F

A
T

幹
線
サ

イ
ズ

容
量

負
荷
名

称

CT×2
2000/5A

Tr 3φ500kVA

6600/210V

F×2 VS 300V

AS

2000A

3
6
0
0

冷
却
塔

DS×3

7.2kV200A 7.2kV200A

DS×3

2
1
0
0

オ
イ

ル
ス
イ

ッ
チ

操
作
電

源

7.2kV

VCB

冷
温
水

ポ
ン

プ
3

6
0
0

足
利
銀

行
Ａ

Ｃ
3

2
2
5

シ
ャ
ッ

タ
ー

3
1
0
0

予
備

3
2
2
5

予
備

3
3
0

４
階
エ

ア
コ

ン
盤

3
2
0
0

予
備

3
3
0

冷
温
水

発
生

機
3

3
0
0

電
算
空

調
機

N
o
2

3
3
0

一
般
動

力
3

1
5
0

送
排
風

機
3

3
0
0

予
備

3
3
0

6
0
0

3
調

和
機

駐
車

場
管
理

棟
ク

ー
ラ
ー

3
3
0

予
備

2

予
備

2

監
視
盤

操
作

電
源

2 2

AS

30A

106kvar

SC 3φ

106kvar

SC 3φ

53.2kvar

SC 3φ

LBS

7.2kV200A
40A 40A

7.2kV200A

LBS

40A
7.2kV200A

LBS

EA EB ED ET×2

AS

7.2kV

AS

7.2kV

VT×2

6600/110V

CH

PAS

I ＞

CH CH

CH

I ＞

7.2kV

400A

(方向性)

PAS

7.2kV

400A

(方向性)

DS×3

7.2kV400A

DS×3

7.2kV400A

F F

Ｕ＜

VT×2

6600/110V

F F

DS×3

7.2kV400A

DS×3

7.2kV400A

Ａ

AS

50A

Ｖ

Ａ

CTT CTT

Ａ

Ｉ＞Ｉ＞

Ｕ＜

CT×2

30/5A

CT×2

50/5A

600A

200A 200A

7.2kV

VCB

600A

Cu8φ×3 Cu8φ×3

KIP38ﾟKIP38ﾟ

Tr

Ａ

Ｖ

1
0
0

5
0

5
0

5
0

5
0

1
0
0

2 2 2 2

監
視

盤
ラ
ン

プ
電

源

据
置
鉛

蓄
電
池

C
S
4
0
0
-
5
4
セ
ル

1
0
8
V
-
4
0
0
A
h

100AF60AT

MCCB2P

MCCB3P

50AF50AT

7
5

1
0
0 3
0

2
0

2
0

2
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

L
-
B
2
-
A
～
L
-
2
F
-
A

L
-
3
F
-
A
～
L
-
6
F
-
A

L
-
B
1
-
B
～
L
-
6
F
-
B

L
-
B
1
-
C
～
L
-
3
F
-
C

予
備

1
0
0

1
0
0

2

予
備

1
0
0

1
0
0

2

Ａ

Ｖ

ＡＣ２００Ｖ

ＤＣ１０８Ｖ

（整流器盤）

家富線（東山変電所） 織姫線（足利変電所）

VMC

200A

VMC

200A

VMC

200A

SR L=6%

F=C15A F=C15A F=C10A

6.38kvar
SR L=6%
6.38kvar

SR L=6%
3.19kvar

No2低圧動力盤

CT×2
750/5A

CTR×2

合成変流器

商用受電 発電機電源（停電） 発電機電源（火報） 商用受電

１０１

１０２

発電保安動力

１０３

商用保安動力（消火栓）

１０４

発電保安動力（消火栓）

１０５

商用動力（Ａ）

２０１

商用保安電灯Ⅰ

２０２

発電保安電灯Ⅰ

３０２

発電保安電灯Ⅱ

３０１

商用保安電灯Ⅱ

一般停電

発電機起動時遮断

消火栓起動時遮断

消火栓起動時遮断

消火栓起動時遮断

商用・発電機

共に給電

電気操作装置付きＭＣＣＢ作動タイムチャート

受変電設備結線図

E-07

商用保安動力

※ 停電作業は必要 小限かつ連続は２日(土・日)以内とし、日程は事前協議により決定する。

新設非常用発電機(屋外設置）

※ 本工事実施にあたり、既設受変電設備を熟知し、また協調を図ること。

※ 受変電設備改修工事(事前調査・事前搬入等は除く）及び停電・復電操作・作業は電気主任技術者

※ 図中濃線部を改修箇所とする。

※ 本工事に必要な受変電設備等改修(各種信号入出力・電源切回し・AC・GC切替盤以外の部分改修等)一式を含む。

※ 本庁舎全停電時は6階にて陰テレビに仮設電源を供給すること。

(本庁舎自家用電気工作物に精通する者）立会の下行うこと。

※ 新設発電機は外部信号(受変電設備からの停電信号)にて起動させる。停電信号の出力を行うこと。

既設AC/GC切替盤撤去 → 新規AC/GC切替盤設置

既設スコットトランス撤去 → 新規スコットトランス盤設置

・機械室送風機
本庁舎B2階空調機械室 既設P-A盤改修

・機械室排風機

作動ﾀｲﾑﾁｬｰﾄ適合改修



油 庫

発電機

工事名称

図面名称／縮尺

設計年月日

設計者

発注者

図面番号

E-08二級建築士 （第５５３９号）

田仲 博子

足利市都市建設部建築住宅課

発電設備・フェンス詳細図（A1 S=1/30）

令和５年１１月１５日

本庁舎非常用自家発電設備更新工事

4
,
0
0
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2,000

10,000

メッシュフェンス平面図 S=1/30

目かくし遮音フェンス詳細図 S=1/30 目かくし遮音フェンス門扉詳細図 S=1/30

両開扉 W=2000
目かくし遮音フェンス H=2000

コンクリート基礎 8000×3000×600H
フェンス基礎500□×700H

×12

フェンス基礎500□×700H ×13

×2

施錠装置 φ16

1
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1
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6

φ50.8×1.6

GL+0m
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W2000

蝶番

舟形落し受付

落しφ16
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7
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7
0
0

□500

2000

9
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2

1
9
4
1

9
6
2

2

2000

□100×50×3.2

□100×50×3.2

□100×50×3.2
□100×50×3.2

※発電機と油庫間及び発電機、油庫とフェンスとの離隔距離を1000mm以上とする。

※消火器・標識を本工事に含む。

6
0
0

50
10
0

10
0

▽GL

S=1/20コンクリート基礎参考図

埋込ｱﾝｶｰ(SUS)ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ留め

D13-@300(ﾀﾃ、ﾖｺ共)

金ｺﾞﾃ直押さえ仕上

※鉄筋と埋込ｱﾝｶｰ(SUS)の接触部は絶縁処理を行うこと

※21N温度補正

（参考品番 AM-1940-SH）
（参考品番 H1940-SH×W2000）

ローリーアース盤

ED

(ETR-OAN 200×300×120 架台共)



設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

令和 5年11月15日

発電機計算書
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様式－３ 〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（発電機）
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様式－４ 〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）
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様式－２ 〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（負荷表）
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０．２５０

番

号

グ

ル

ー

プ

消

防

設

備

記

号

台

数

換算

入出力

ｋＷ

ｋＶＡ

出力

ｍｉ（ｋＷ）方方

式式

始

動

制

御

Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ
負荷機器名称

単相負荷（ｋＷ）

Ｔ－Ｒ

分負荷

相当

出力

Ｍｐ（ｋＷ）

Ｍ２の

選定

〈Ａ〉

選定 選定 選定

Ｍ３の

〈Ｂ〉

Ｍ’２の

〈Ｃ〉

Ｍ’３の

〈Ｄ〉

ＰＳ｝

極

Ｈｚ
－１

ｍｉｎ

－１
ｍｉｎ

５０

原動機出力

１．１００

（長時間形）

１．５００

０．２５０

４

１５００

１５００

スコットトランス １１

１

１

１

１

２

３

４

５

Ｌ

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００ ０．００

０．８７９

０．８００

０．２００

２００．０

２４１．０ ３２７．８

１．３２３

負荷出力合計値 ｋ＝算 出

最大値：Ａ＝

次の値：Ｂ＝

最小値：Ｃ＝

〈Ａ〉：＝ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｍｉ 〈Ｂ〉：＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ－ｄ／（ηｂ×ｃｏｓθｂ）｝×ｍｉ

〈Ｄ〉：＝（ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｃｏｓθｓ－ｄ／ηｂ）×ｍｉ （ただしエレベーター負荷のときは、各式にＵｖ／ｎを掛けた値とする。）

〈Ｃ〉：＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｃｏｓθｓ－（ε－ａ）×ｄ／ηｂ｝×ｍｉ

〈Ａ〉の値
が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

〈Ｂ〉の値

ｍｉ＝Ｍ３

〈Ｃ〉の値

ｍｉ＝Ｍ’２

〈Ｄ〉の値

ｍｉ＝Ｍ’３

選

定
ｍｉ＝Ｍ２

１．０００

１．０００

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

エレベーターNo.1

バッテリー室排風機

不明

電算室パッケージエアコンACP-1

電算室パッケージエアコンACP-2

冷却塔No.2

冷却水循環ポンプNo.3

揚水ポンプNo.1

汚物ポンプ(B1-B2)No.1

排水ポンプ(B1南西)No.1

中央監視盤

浄化槽（汚水放流ポンプ）

副市長室空調機

市長室空調機

応接室空調機

ＥＶ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＶＦＴ

ＶＦＴ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＭＬＯ

ＶＦＴ

ＶＦＴ

ＶＦＴ

７５．００

１１．００

５．５０

５．５０

５．５０

１．５０

０．７５

３．７０

５．５０

０．７５

０．４０

５．５０

１．１５

０．１０

２．００

１．５０

２．４０

３．６０

１．９０

７５．００

１３．４６

０．４０ ０．４０

１．１５

５．５０

０．４０

０．７５

１１．００ １１．００

３．７０

０．７５

１．５０

０．１０

２．００

１．５０

２．４０

３．６０

１．９０

Ｌ

ＶＦ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

２５．００２５．００２５．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

１３６．３１ ２５．００２５．００２５．００

２５．００

２５．００

２５．００

７５．００

１３．４６

０．４０

１．１５

５．５０

５．５０

５．５０

０．４０

０．７５

３．７０

０．７５

１．５０

０．１０

２．２０

１．５０

２．４０

３．６０

１．９０

１１．００

７５．００

０．００

２．８６

８．２１

０．００

２．８６

５．３６

７８．５７

３９．２９

２６．４３

５．３６

１０．７１

０．７１

１５．７１

１０．７１

０．００

０．００

０．００

－３２．１６

２２．０２

２．３３

６．７０

１．１７

１．１７

２．３３

４．５７

６４．１２

３２．０５

２１．５６

４．３７

８．７４

０．５８

１２．８１

８．７４

０．５２

０．７７

０．４１

２０．４６

ー９．３２

１．７２

４．９５

－３．８０

－３．８０

１．７２

３．２３

３１．６５

１９．７６

１５．９４

３．２３

６．４６

０．４３

９．４８

６．４６

－１．６６

－２．４９

－１．３２

－１５．９０

１６．１４

１．５４

４．４２

０．８５

０．２９

０．５５

０．３７

５．７７

８．４６

０．３８

５．７７

２．８８

１４．２３

２６．５６

０．８５

１．５４

２．８８

１１．００１１．００ １１．００ １１．００

０．８６５
１．４４６

２５．００ ２５．００ ２５．００

２５．００ ２５．００

１３６．３１ １３６．３１

０．１４０ １３６．３１
１１．００

０．５７７

０．８６４ ０．８８１ １３６．３１

１１．００

０．１４０ １３６．３１

１１．００
１．１９０

１

１３６．３１
１２．２１ ０．５９８

１．４４６

１．４４６ １３６．３１ １９７．０６ ２００．０

０．８６５
１．０００

０．８７９
１．３１６

０．８００ ０．８３５
０．８００ ０．２００

０．８６４
１．０００

１３６．３１

１１．００
０．１４０

０．５００
１３６．３１

１１．００
１．３８７

０．８３５ ０．８６４
１．０００

１３６．３１

１１．００

０．１４０
０．５００

１３６．３１

１１．００
１．４７２

３ １．４７２

１．４７２ １３６．３１ ２００．６３

２００．０
２００．６３

０．８７９ １．１０２

１．１０２ Ｅ＊＝ ２００．６３（ｋＷ）

１．３２３ ２４１．０

２００．０ ２４１．０

３２７．８

Ｐ１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

自家発電設備出力計算書（一般停電時）

対象負荷機器

E-09

湧水排水ポンプNo.1

ドライエリア排水ポンプNo.1

別館（ドライエリア排水ポンプ）

種 類 長時間形

形式番号 ＡＰ２３０Ｄ



機 種 名 称

要目表

ＡＰ２３０Ｄ （長時間形・キュービクル形・超低騒音タイプ）

横軸回転界磁形同期発電機

容 量

形 式

電 流

電 圧

回転速度

周波数

励磁方法

力 率

相 数

発電機

冷却方式

保護方式

騒音値

塗装色

キュービクル

充電方式

ブラシレス

３相３線

半導体式全自動充電

７５ｄＢ（Ａ）以下

結線図

４極極 数

８０％（遅れ）

認 定

乾燥質量 ３７００ｋｇ

（一社）日本内燃力発電設備協会

２３－３．０Ｌ

１１．０５Ｌ

ラジエータ冷却

３９.０Ｌ

セルモータによる電気始動

ＤＣ２４Ｖ ４８Ａｈ

ＲＥＨ

ラジエータファン排風量

燃料持時間

容 量

種 類

始動時間

バッテリー

潤滑油量（全量-有効）

種 類

搭載タンク容量

始動方式

燃 料

使 用

冷却方式

冷却水量

総排気量

立形水冷４サイクルディーゼル機関形 式

定格出力

回転速度

燃焼方式 直接噴射式

エンジン

発電設備外形図（Ｓ＝１／２０）（屋外仕様）

基礎及び電線立上がり位置図（Ｓ＝１／２０）

※１ 4方向エネルギー平均

機側１ｍ、高サ１．２ｍ 半自由音場下ニヨル

※１

ＩＰ００（開放形）

ＩＣ０１（自由通流形）

保護装置一覧表

機 関
警報表示灯項 目 デバイス

自動停止
警 報 主回路遮断

（一括）

外部信号

潤滑油油圧低下 ６３Ｑ

冷却水温度上昇 ２６Ｗ

過 回 転

過 電 流

始 動 渋 滞

緊 急 停 止

１２

５１

４８Ｔ

５Ｅ

4xR1010

ＤＣ２４Ｖ－６．０ｋＷセルモータ容量

（溶接式）

排風

吸気

吸気

監視窓

吊金具
6ｘC25入線口

吸気口

排気消音器

装備質量 ３８８１ｋｇ

電線立ち上げ位置

GEN側 ENG側

電線立上り位置

操 作 面 側

６xC２５穴位置

耐熱クラス １８０（Ｈ）

材質：SUS304

外径：φ168

板厚：4.0mm

排気先端管

CT2

F A
～

V
～

6-7 5-16-9 5-2

7セグメントLED デジタル表示（切替式）ECU

MCCB-G1

4-8

ECU

4-7

W

F1 F2

V

U
R

S

T
T

S

R

TCR

U V

GS

RM SM

発電機電源

１ｋΩ

ＶＲ

ＶＲ１

ＶＲ２

８
Ｐ

２
（

Ｕ
）

７
Ｐ

３
（

Ｖ
）

６０Ｈｚ

５０Ｈｚ

（Ｋ）（Ｊ）

ＡＶＲ

ＡＢＣ６０Ｃ５０

１２Ｆ１Ｆ２７８Ｚ２８

CT1

51

A2A1A3

CT
L

CT
K

TC

84Ｇ

２００ｋＶＡ

１６０ｋＷ

２００Ｖ

５７８Ａ

５０Ｈｚ

１５００ｍｉｎ
-1

４０秒以内

２４１ｋＷ

１５００ｍｉｎ
-1

軽油

別置き

―

３３０ｍ ／ｍｉｎ
３

1
3
5
8
（

天
板

）

200 1400 1400
200

10

3200

10

1000400

3
5
0

1
8
7
2

2
6
6
6

1343.5

4620

1280（アンカー）

1330（ベース）

1530

1350(パッケージ)

5
5
0

1
5
0

4035.5

200

350 1400 1400 350

3500

200

400550

5
0

2
5

3
7
0

2
7
0

(
1
7
5
)

1
2
8
0

1
7
5

1
6
3
0

５２１

５２２

負荷切替

（発電機側）８３Ｘ

５２１

５２２

５２３
５２３

５２４
５２４

負荷切替

（商用側）

Ｘ
Ｘ

Ｙ
Ｙ

商用電源

補機電源

（充電器）
ＸＬ

ＸＬ

ＹＬ
ＹＬ

ＸＬ

ＹＬ

充電器回路

２７Ｒ

８３Ｘ

１C２００Ｖ/２２０Ｖ

１C２００Ｖ/２２０Ｖ

電装回路

（ヒ-タ）
Ｙ

Ｘ

停電信号

（停電時ＯＮ）

ＣＯ

２７ ２７Ｒ

設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

令和 5年11月15日

発電機詳細図

E-10

メーカー標準色( 5Y7/1 半ﾂﾔ )



(M16)

6-φ19

通気口(32A)

総 容 量 : (1200-9)×(850-9)×(1064.2-10.5)×10

空間容量 : 1055.4 - 950 = 105.4L

空間容量比 : 105.4 ÷ 1055.4×100(%) = 9.98%

=1191×841×1053.7×10 = 1055.4L

実 容 量 : 950L

総 容 量 : (2200-6.4)×(1850-6.4)×(280-3.2)×10

2193.6×1843.6×276.8×10 = 1119.41L

1119.41L÷950L＝117％

防火ダンパー
(P-18CVD-BL)

防火ダンパー
(P-18CVD-BL)

油溜桝

(50Aソケット)
フロートスイッチ取付座

ホースニップル付

給油口(20A)

ドレン(20A)
バルブ付

6-φ19(M16アンカーボルト)

外板:SS400 t2.3

天板:SS400 t4.5

屋根:SS400 t2.3

防油堤:SS400 t3.2

側板:SS400 t4.5

底板:SS400 t6.0

ボンネット使用鋼板

燃料タンク使用鋼板

ベース:SS400 [150×75

架台:SS400 L65×65×ｔ6

返油口(15A)

送油口(15A)

防油堤

通線口

ドレン口(25A)

フロートスイッチ点検口

給油口50Ａ
(OP-50I)

油面計(15A)

ベースアンカーピッチ図

容 量 計 算

防油堤容量計算

-6

-6

-6

設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

令和 5年11月15日

塗装色

乾燥質量:約1700Kg

燃料タンク詳細図

現地にて組立

E-11

2
8
0

2300

2
0
5
0

R7
80

5
0
0

8
5
0

5
0
0

500 1200 500

521905

95 1000 1000 95

95 1000 1000 95

3
0

1
7
8
0

3
0

5 1840 5

30178030

2
6
0
0

180

5
8
0

（
G
L
よ

り
4
0
0
0
以

上
）

1
5
0

2
4
5
0

2
6
0
0

8
7
5

1
0
6
4
.
2

2
5
7
0

180

125

メーカー標準色( 5Y7/1 半ﾂﾔ )

油庫式燃料小出槽 950ℓ



設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

令和 5年11月15日
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設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

令和 5年11月15日

E-13 ＡＣ／ＧＣ切替盤詳細図
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ＡＣ／ＧＣ切替盤参考姿図 S=1/20

商用保安動力MCCB101

発電保安動力MCCB102

消火栓（商用）MCCB103

消火栓（発電）MCCB104

商用動力（Ａ）MCCB105

商用保安電灯ⅠMCCB201

発電保安電灯ⅠMCCB202

MCCB301

MCCB302

商用保安電灯Ⅱ

発電保安電灯Ⅱ

発電機ヒーター用MCCB106

発電機補機用MCCB107

ＮＰ

設置方法

構造

本体

屋内

露出形・フレームパイプ取付

SEHC3.2t

開放形

ＭＣＣＢプレートを含む

製作数 １面

塗装色

設置場所

AC/GC切替盤

２．５Ｙ９／１ 半ツヤ(2023年)
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保安電灯盤

AC・AG切替盤

保安動力盤
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No1.低圧動力盤

直流電源盤
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設計者

発注者

図面番号図面名/縮尺

設計年月日

足利市都市建設部建築住宅課

工事名称 本庁舎非常用自家発電設備更新工事

(A1:1/100,A3:1/200)

二級建築士（第５５３９号）

田仲 博子

B2階撤去参考図

直流電源盤(800×800×1950)撤去

ｽｺｯﾄﾄﾗﾝｽ盤(750×750×870)撤去

区画貫通部埋戻し(防火区画貫通処理)

ﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(100×140)撤去

AC・GC切替盤(800×100×2350)撤去

令和 5年 11月15日

発電機200kVA 残置 ｵｲﾙ・水抜き清掃 ﾊﾞﾙﾌﾞ操作

A重油ﾀﾝｸ 490L 残置 ｵｲﾙ抜き処分 ﾊﾞﾙﾌﾞ操作 表示札変更

冷却水ﾀﾝｸ 350L 残置 水抜き清掃 ﾊﾞﾙﾌﾞ操作 表示札変更

E-14

煙道内水抜処理共
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